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The brand SUAC which sends as an unique existence
- The development of university goods and the view of univer-





This paper reports the result of "The research about educational possibility of online-shop" which was
accomplished and continued on president special research in 2007. We, three department of faculty of design
attempted the view of the way it should be of the official online-shop of an university, and researched the
unique university.
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佐藤聖徳先生作「おざぶコースター」など木
工製品数種
　木工作品を専門とする佐藤先生には、以前
よりぜひショップのための商品企画の提供を
要請していたのだが、木工であるがゆえに、
どうしても量産しにくいというネックがあっ
た。しかしこれも参考作品ということで、作
品を展示させてもらうことになったが、量産
あるいは卸入荷が確保されている他の商品と
はすみ分けて、参考作品はポイントによる人
気投票からははずしていた。しかし展示会が
始まって4－5日経ったところで、気がつけ
ばシールを貼るブロックメモが参考作品にも
設置されていて、すでに大量のポイントが投
票されてしまっていた。図らずも参考作品も
人気投票に取り込まれてしまったが、前年度
から試作していた「音球」は、量産業者が未
定にも関わらず人気投票で2位に入ってしま
い、この佐藤先生の「おざぶコースター」も
4位に入ってしまった。いずれも今後は、こ
れらの量産体制確保が最重要課題である。
3. おわりに
　商品試作と併せて、和田の座学「エンタテ
インメントシステム論」におけるプロジェク
ト編成時に募った、メディア造形学科の3年
生有志がネットショップ本体のウエブページ
制作を進めた。「エンタテインメントシステム
論」ではまた、ショップのグッズ企画制作
チームも編成し、展示会までの色々なプロセ
スは、このショップサイト制作チームとグッ
ズ企画制作チームが中心となって作業してく
れた。こうして実質、学生が積極的に関わっ
てくれたことで、内容的にはまだまだ問題が
あるかもしれないが、実践としての作業が学
生を大きく成長させたようなので、特別研究
の意味が実現しつつあるように思われる。
　ショップの構築は今後、決済システム等セ
キュリティ面を強化して構築するために業者
に制作委託する必要があり、グッズも再試作
するものや、新たに別の教員のCADの演習に
て学生がデザインしたものの試作等があるが、
今まで関わったスタッフの努力が報われるよ
う、ショップ開設、グッズ販売までこぎつけ
ようと追い込みをかけている。
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